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平成２８年度（宇小６３ 岡本）小学校 学校評価書 

 

※ 網掛けのない部分が計画，網掛けの部分が評価結果を受けて記入。 

１ 教育目標（目指す児童像含む） 

（１）基本目標 

   人間尊重の精神に基づき，心身の発達に応じて，一人一人の特性や能力を生かし，知・徳・体の調和の

とれた児童の育成をする。 

（２）具体目標（具体的な児童生徒像など） 

   自ら考え主体的に行動し，心豊かでたくましい児童の育成 

   ○かしこく（進んで学ぶ子）○やさしく（思いやりのある子）○たくましく（元気でがんばる子） 

 

２ 学校経営の理念（目指す学校像含む） 

『一人一人が元気で輝く学校を』 

     ～ 活力，潤い，信頼のある学校づくり ～ 

  子どものよりよい成長のためには，学校・家庭・地域が連携・協力することが不可欠である。 

  本校は，常に子どもを中心に据え，子どもの視点に立ち，どの子にも夢とやる気と自信を育む教育を実践

するために，子ども一人一人の個性や能力を生かす活力あふれる学校，思いやりの心を持つ潤いのある学校，

教職員の特性と創造性を生かし保護者・地域から信頼される学校づくりを目指す。 

 

３ 学校経営の方針（中期的視点） ※地域学校園内で共通する方針は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

(1) 個に応じたきめ細かな指導で，基礎・基本の確実な定着を図り，確かな学力をつけるために，学習指導の
一層の充実に努める。                             【学習指導の充実】 

(2) 児童一人一人の個性や能力を理解・受容し，そのよさや可能性の伸長や，豊かな人間性の育成に努める。
【児童指導の充実】 

(3) 児童の健康意識の高揚と健康の保持増進，体力の増強，及び安全に対する基本的な生活習慣の形成に努め
る。                                   【健康安全指導の充実】 

(4) 学校や地域の実態を生かし，児童が生き生きと取り組める活動の推進を図り，教職員の創意工夫を生かし
て，特色ある学校づくりの充実と発展に努める。            【特色ある学校づくりの推進】 

(5) 家庭や地域との緊密な連携をもとに，学校教育に対する理解と協力を得ながら，保護者や地域に信頼され

る開かれた学校づくりに努める。                   【信頼される学校づくりの推進】 

(6) ○持続可能な取り組みへの更なる連携の充実と内容の精選に努める。     【小中一貫教育の推進】 

 

４ 今年度の重点目標（短期的視点）※地域学校園内で共通する目標は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

【 学 校 運 営 】 

家庭・地域との連携・協力による開かれた学校づくりの推進 

【 学 習 指 導 】 

  ○基礎・基本の定着と表現力の育成 

～ 学習態度や学習技能を育てる指導の充実を基盤として ～ 

【道徳教育（児童生徒指導）】 

    きまりやルールを守り，相手を思いやれる豊かな心をもつ児童の育成 

【健康（保健安全・食育）・体力】 

健康に留意し，目標に向かって意欲的に運動する児童の育成 
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５ 自己評価（評価項目の Aは市共通，Bは学校独自を示す。） 

項
目 

評価項目 
主な具体的な取組 

方向性：Ａ拡充，Ｂ継続，Ｃ縮小 

方
向
性 

評 価 

学

校

運

営

の

状

況 

A１ 学校は，活気があり，明る

くいきいきとした雰囲気であ

る。 

 

【数値指標】 

全体アンケート A1「私は今の

学校が好きです。」 

→児童の肯定的回答 90％以上 

① 体験的な活動を取り入れた

り，教育機器等を有効に活用し

たりして，児童の学習意欲を高

める授業の工夫をする。 

 

② 学校行事に児童が自主的・主

体的に取り組む場面を設定し，

教師による適切な指導・支援・

助言をする 

Ｂ   【達成状況】 

児童の肯定的回答は 92.8％で，目標値を上

回った。 

① 教育機器やデジタル教科書などを積極的

に活用したり，体験的な活動を多く取り入

れたりして，児童が興味・関心をもって取

り組むことができるような授業の展開に努

めた。 

② 学校行事の事前・事中・事後の場面ごと

に，児童が具体的な自分のめあてを立てて

自主的に取り組めるよう，計画段階から適

切な指導支援がなされるように立案し，全

教職員が共通理解のもと実施してきた。 
 

【次年度の方針】 

① 今後も継続して，効果的な教育機器の活

用や体験的な活動の実践を行う。 

② 児童の実態や発達の段階に応じた具体的

な指導と展開の工夫を進めることで，児童

学習意欲を高めていく。 
 

A２ 教職員は，組織の一員とし

て熱心に教育に当たってい

る。 

 

【数値指標】 

全体アンケート A2「先生方は

大切なことを熱心に指導してく

れる。」 

→児童の肯定的回答 90％以上 

学校課題（基礎・基本の定着と

表現力の育成）に向け，継続して

協働体制による研究を進め，授業

力の向上を図る。 

 

Ｂ 【達成状況】 

児童の肯定的回答は 97.5％で，目標値を上

回った。 

授業のめあてを提示し，体験的活動や教育

機器の活用による「分かる授業」の展開に努

めた。また，河内学校園共通の「自主学習の

手引き」を作成し，それを基に児童と保護者

に向けて家庭学習に関する啓発を図った。 
 
【次年度の方針】 

単元や各時間のねらいにそった「分かる授

業」を展開するため，教材研究を行い指導方

法の工夫に努める。また，引き続き，宿題や

自主学習等，家庭学習に関する啓発を行う。 
 

A３ 児童は，授業と生活のきま

りやマナーを守り，秩序があ

り安全な学校生活をしてい

る。 

 

【数値指標】 

全体アンケート A3「児童は授

業と生活のきまりやマナーを守

って生活している。」 

→児童の肯定的回答 85％以上 

集団と個の両面から一人一人の

児童の特性を適切に把握し，ふれ

あいとルールの確立を目指した学

級づくりに努める。 

・ 「岡本小のよい子の約束」「岡

本小のめあて」「すこやか河内

学校園のきまり」の指導の充実 

・ 月毎の児童指導の重点の確

認・実践 

・ 児童指導だよりでの啓発 

Ｂ 【達成状況】 

児童の肯定的回答は 86.0％で，目標値を上

回り，年々向上してきていた。「岡本小のよい

この約束」，「岡本小のめあて」，「すこやか河

内学校園のきまり」を学期の始めに意識させ，

また月毎の児童指導の重点を明示した。教職

員が共通理解のもと指導に取り組んできたこ

との効果が現れてきている。 
 
【次年度の方針】 

 基本的な生活習慣を含め児童指導にあたっ

ての方針・基準を明確にし，これまで同様，

同一歩調で機会を見逃さず指導する。学級活

動や道徳の時間も活用して，子どもたちのよ

いところを認めながら，規範意識を高めてい

く。また，定期的に情報交換を行い，児童の

様子や指導について確認し，対応が必要なケ

ースについては協議し策を講じる。 
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A４ 教職員は，分かる授業や児

童にきめ細やかな指導を行

い，学力向上を図っている。 

 

【数値指標】 

全体アンケート A4「教職員は

分かりやすい授業や一人一人へ

のきめ細かな指導をしている。」 

→教職員の肯定的回答90％以上 

 

① 教材研究を十分に行い，明確

な課題提示や発問，学び合い活

動やていねいな机間指導によ

り，分かる授業を展開する。 

・ 教材の整備・共有 

・ 授業についての意見交換 

 

② ＴＴや少人数での指導を効果

的に行うとともに，児童の実態

に応じたきめ細かな指導を工夫

する。 

・ 単元や学習内容に応じた学習

形態の工夫 

・ 「朝のパワーアップ学習会」

の計画的実施 

Ｂ 【達成状況】 

教職員の肯定的回答は 100％で，目標値を上

回った。 

① 学年やブロックで連携して教材を整備し

有効に利用したり，よりよい授業が展開で

きるよう教材研究に努めたりした。 

② 児童の実態把握にもとづき個に応じた指

導ができた。 

 

【次年度の方針】 

① 教材や授業に関する情報共有や意見交換

を密にし，教材研究や授業準備がより効率

的・効果的に行えるよう計画・実施する。 

② 現在の指導体制を継続し，単元や学習内

容に応じて，少人数指導や TT指導を適宜取

り入れた学習形態を工夫する。「朝のパワー

アップ学習会」を教育課程に位置付けて継

続し，個に応じた指導の一層の充実を図る。 

 

A５ 教職員は，いじめが許され

ない行為であること指導して

いる。 

 

【数値指標】 

全体アンケート A5「学校は，

いじめ対策を積極的に公表し，

熱心に取り組んでいる。」 

→保護者の肯定的回答75％以上 

 

普段から安心して相談できる，

教職員と児童との関係づくりに努

める。 

・ いじめに関するアンケート 

・ 教育相談の実施 

・ 「思いやり」や「協力」に関

する道徳の授業の公開 

・ 人権週間の設定 

・ 児童指導だよりの啓発 

Ｂ 【達成状況】 

保護者の肯定的回答は 68.8％で，目標値を

下回った。 

 年２回いじめに関するアンケートと教育相

談を実施し，細かな実態把握に基づく具体的

な対応や未然防止に努めた。最近のニュース

から，いじめへの対応の仕方への関心が高い

ことが伺える。 

 

【次年度の方針】 

① 次年度も，いじめに関するアンケートと

教育相談を毎学期実施し，実態把握と未然

防止に努める。また，児童が主体となって

いじめについて考え，全校で取り組む活動

や場を工夫する。 

② 人権教育の観点から，「きまりやルールを

守ること」「思いやりの心」を育てることを

重視して指導に当たり，言語環境を整える

など，学校全体で取り組む。 

 

A６ 日課，授業，学校行事など

の教育課程は，適切に実施さ

れている 

 

【数値指標】 

全体アンケート A6「学校の日 

課，授業，行事などは，適切に 

実施されている。」 

→教職員の肯定的回答 90％以

上 

昨年度の反省をもとに，日課，

授業，学校行事等を適切に実施す

る。行事終了後に評価を行い，改

善策をまとめて次年度の計画を立

てる。 

 

Ｂ 【達成状況】 

教職員の肯定的回答は 91.3％で，目標値を

上回った。 

昨年度の反省を生かし，よりよい教育課程

となるよう日課や行事の見直を行った。 

 

【次年度の方針】 

行事の実施状況や日課変更による影響・効

果等について，前年度中に十分検討し，教育

課程が適切に実施できるようにする。特に特

別日課の分かりにくさについて改善を図る。 
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A７ 学校の公開や情報の積極

的な発信・提供が行われ，開

かれた学校づくりが進められ

ている。 

 

【数値指標】 

全体アンケート A6「学校は，

学校便りや学校公開などで，積

極的に情報を発信・提供してい

る。」 

→保護者の肯定的回答90％以上 

 

① 「オープンスクール」を含め

学期に２回以上学校公開を実施

する。 

（ギネス活動・音楽集会等も含む） 

 

② 学校だより・学年だより等や

ホームページによる情報の公

開・発信をする。 

・ 学校だより・学年だより・保

健だより・食育だより・図書だ

より：月１回発行 

・ ＨＰの更新：１か月に１回以

上 

Ｂ 【達成状況】 

保護者の肯定的回答は 98.1％で，目標値を

上回った。 

① 土曜授業（年２回），全校挑戦ギネス，音

楽集会（年２回）を公開した。公開日の様

子から,本校の教育活動・児童の学校生活へ

の関心の高さがうかがえる。 

② 各便りを定期的に発行した。ホームペー

ジの改善を図り，学校の様々な情報をタイ

ムリーに発信した。 

 

【次年度の方針】 

① 学校公開の時期，内容・方法等について

検討し，今後も「開かれた学校づくり」を

推進していく。 

② 今後も，各たよりやホームページによる

情報発信を継続し，内容を充実させる。 

 

A８ 学校と家庭・地域・企業等

との連携・協力を図った地域

の学校づくりが推進されてい

る。 

 

【数値指標】 

全体アンケート A7「学校は，

家庭・地域・企業等と連携・協

力して，教育活動や学校運営の

充実を図っている。」 

→保護者の肯定的回答80％以上 

①街の先生・学校支援ボランティ

アと連携した授業や活動を計画

的に実施する。 

 

② 昨年度の取組・課題を生かし，

岡本小地域協議会を核にした教

育活動支援の円滑な実施と有効

活用に努め，学校運営の充実を

図る。 

 

Ｂ 【達成状況】 

保護者の肯定的回答は 91.9％で，目標値を

大きく上回った。 

① 街の先生・学校支援ボランティア等と連

携した授業や活動を計画的に実施した。 

② 「岡本小地域協議会」を年３回開催し，

情報共有・協働に努めた。今年度，自治会

の協力により「清岡苑」が整備されるなど，

教育支援活動が充実してきている。 

 

【次年度の方針】 

① 街の先生，学校支援ボランティア等の活

動を教育課程に位置づけ，効果的に実施す

る。 

② 家庭・地域と連携した取組の様子が見え

る情報発信を行い，これまでの成果と課題

を踏まえて，岡本小地域協議会を核にした

教育活動支援の円滑な実施と有効活用に努

める。 

A９ 校内は，学習にふさわしい

環境となっている。 

 

【数値指標】 

全体アンケート A8「学校は，

荷物や備品が整理整頓されるな

ど，学習しやすい環境である。」 

→保護者の肯定的回答80％以上 

① 清掃の仕方や用具の使い方を

教えたり，率先して清掃を行っ

たりして，清掃指導の充実と施

設・設備の維持管理に努める。 

 

② 学習への意欲・関心が高まる

よう，教室環境を整えたり，校

内掲示を工夫したりする。 

Ｂ 【達成状況】 

保護者の肯定的回答は 92.7％で，目標値を

上回った。 

① 教職員が率先して清掃を行うとともに，

日頃の清掃指導を丁寧に行ってきた。岡小

タイムの設定や１２月の短縮日課により，

掃除が減ったことが課題となった。 

② 学習内容や行事に合わせた掲示物を充実

してきた。 

 

【次年度の方針】 

① 日課や行事の見直しを行い，清掃時間を

確保する。また，清掃の仕方を具体的に示

し，指導を丁寧に行うことで児童の意識を

高める。 

② 学習への意欲・関心が高まるよう掲示物

等を工夫する。 
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教

育

活

動

の

状

況 

生 

 

活 

A10 児童は，進んであいさ

つをしている。 

 

【数値指標】 

全体アンケート A10「児

童は時と場に応じたあいさ

つをしている。」 

→保護者の肯定的回答75％

以上 

① 毎月のクラスごとのあいさつ 

運動を継続実施することや，日

常の指導を通して，あいさつの

定着を推進する。 

・ 児童指導だよりでの啓発 

 

② 学級活動や道徳の時間におい

て，あいさつの大切さについて

指導し，適切な態度が習慣化で

きるよう指導を継続する。 

 

Ｂ 【達成状況】 

保護者の肯定的回答は 72.2％で，目標値を

少し下回った。 

① 肯定的回答をみると，児童は昨年とほぼ

同様，地域住民は 100％，教職員は 91.3％

と向上している。 

② 保護者や地域への協力を得ながら，今後

も指導を継続していく必要がある。 
 
【次年度の方針】 

① あいさつ運動の内容・方法について検討

し，指導の改善を図る。 

② 学級懇談会等において挨拶の大切さにつ

いて話したり，チェックリストを用いたり

して，家庭との連携を図りながら，適切な

態度が習慣化できるよう指導する。 
 

A11 児童は，正しい言葉づ

かいをしている。 

 

【数値指標】 

全体アンケート A11「児

童は時と場に応じた言葉づ

かいをしている。」 

→児童の肯定的回答80％以

上 

「場に応じた言葉遣い」ができ

るよう指導の充実に努める。 

 

誤った言葉づかいは，機会を逃

さず同一歩調で指導する。また，

正しい言葉づかいを授業等におい

ても具体的に教え，日常化するま

で根気強く指導する。 

 

Ｂ 【達成状況】 

児童の肯定的回答は 85.7％で，目標値を上

回った。 

肯定的回答は，教職員 69.6％，保護者 72.6％

で，昨年度と比較して上がってきている。し

かし，肯定的回答の割合から，本校の重点課

題として取り組んでいく必要がある。 
 
【次年度の方針】 

誤った言葉づかいは，機会を逃さず同一歩

調で指導する。また，正しい言葉づかいを授

業等においても具体的に教え，日常化するま

で根気強く指導する。 

・ 職員室への入り方 

・ あいさつ，返事 

・ 敬語の使い方 

・ 授業中の話し方 

・ 児童同士の言葉づかい など 
 

健

康

・

体

力 

A12 児童は，進んで運動す

る習慣を身に付けてい

る。 

 

【数値指標】 

全体アンケート A12「児

童は休み時間や放課後など

に進んで運動している。」 

→児童の肯定的回答85％以

上 

① 業間は外に出て遊ぶというル

ールの徹底を図る。また，めあ

てをもって運動に取り組めるよ

うに，引き続きがんばりカード

を活用したり，ギネスなどの行

事を有効活用したりすること

で，進んで運動する機会を増や

していく。 

 

② うつのみや元気っ子チャレン

ジに参加したり，元気っ子健康

体力チェックやミニマムの結果

を分析して児童の実態に合った

運動をサーキットトレーニング

の中に位置付けたりしていく。 

 

Ｂ 【達成状況】 

児童の肯定的回答は 88.5％で，目標値を上

回った。しかし，保護者の肯定的回答は 68.7％

と昨年度と比べ約２０％下回った。 

① がんばりカード，ギネス活動やなわとび

がんばり２ウィークなどを活用すること

で，多くの児童がめあてをもって進んで運

動することができた。 

② 元気っ子健康体力チェックやミニマムの

結果を分析し，サーキットトレーニングに

連続壁当てや柔軟運動を取り入れた。 
 

【次年度の方針】 

① 業間は外に出て遊ぶことを徹底する。ま

た，がんばりカードやギネス活動などを今

後も活用し，めあてをもち進んで運動する

機会を設けて，内容の充実を図る。 

② うつのみや元気っ子チャレンジ，元気っ

子健康体力チェックやミニマムを活用し，

児童の実態に合った運動をサーキットトレ

ーニングで行う。内容は河内学校園でも検

討していく。 
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A13 児童は，栄養のバラン

スを考えて食事をしてい

る。 

 

【数値指標】 

全体アンケート A13「児

童は，好き嫌いなく給食を

食べている。」 

→児童の肯定的回答85％以

上 

① 食育だよりを定期的に発行す

るとともに，好き嫌いを減らせ

るよう，一人一人の状況に応じ

た指導を行う。 

 

② 栄養のバランスを意識して生

活できるように，各種たより等

により啓発し，家庭との連携を

図る。 

Ｂ 【達成状況】 

児童の肯定的回答は 82.4％で，目標値を少

し下回った。 

① 栄養士や養護教諭と担任が協力して，偏

食や食事マナー等について指導した。食育

だよりを定期的に発行するほか，掲示コー

ナーも活用して継続指導に努めた。 

② 給食週間での取組やお弁当の日の実施，

地産地消にかかわる情報提供等により，食

に関する意識の高まりが見られた。児童・

保護者ともに，お弁当の日への関心が高く

教育効果を上げている。 

 

【次年度の方針】 

① 「嫌いだけど食べてみよう」という意欲

をもてるような情報を発信していく。また，

１口が２口，２口が３口というようなスモ

ールステップでの指導を心がけるなど，一

人一人の状況に応じた指導を継続する。 

② 各家庭で栄養のバランスを意識した食生

活が送れるように各種たよりによる啓発活

動を行う。 

 

学 

 

習 

A14 児童は，進んで学習に

取り組んでいる。 

 

 

【数値指標】 

全体アンケート A14「児

童は，授業中に進んで話し

合いわかりやすく発言する

など，積極的に学習してい

る。」 

→児童の肯定的回答 80％

以上 

① 指導目標を明確にし，「分かる 

授業」のために学習課題の提示

方法を工夫したり、学び合い活

動の場を意図的に取り入れたり

する。 

 

② 児童一人一人の定着度を把握

し，よさを認めた言葉かけやつ

まずきに応じた一人一人への支

援をする。 

 

③ 授業中に話合いの場を意図的

に設定し，理由などを含めて発

表できるよう，発達の段階に応

じて適切に指導する。 

Ｂ 【達成状況】 

児童の肯定的回答は 89.2％で，目標値を上

回った。 

① 学校課題に向けて協働体制で取り組ん

だ。全員で授業を見合い，よりよい授業を

目指して協議を行ったが，指導案検討の機

会が少なく，低・中・高学年ブロックで研

究授業を行うことが十分ではなかった。 

② 教師の見取りや自己評価，ノートの確認，

小テストなどから形成的評価を行い，一人

一人の定着度の把握に努めた。また，学習

の成果に対して賞賛したり，児童の実態に

応じた課題を与えたりして支援を行った。 

③ 授業中に話合いの場を設定し，理由など

を含めて発表できるよう，発達の段階に応

じて指導した。 

 

【次年度の方針】 

① 今後も継続して協働体制による研究を進

め，授業力の向上を図る。ノートの取り方

について共通理解を図り，指導を継続する。 

② 様々な方法や観点からの評価により，一

人一人の定着度を把握し，個に応じた指導

を行う。 

③ 引き続き授業中に話合いの場を設定し，

理由などを含めて発表できるよう，発達の

段階に応じて指導する。 
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A15 児童は，落ち着いて学

習に取り組んでいる。 

 

【数値指標】 

全体アンケート A15「児

童は，授業中に先生や友達

の話をよく聞くなど，落ち

着いて学習している。」  

→児童の肯定的回答 80％

以上 

学習のきまりについて共通理解

し，指導を徹底する。 

・ 授業開始時や終了時の時刻の

遵守・あいさつの励行 

・ 学習用具の確実な準備 

・ 授業中の姿勢や話を聞く態度

の育成 

・ ノートのとり方・発表の仕方

の指導・支援 

 

Ｂ 【達成状況】 

児童の肯定的回答は 86.0％で，目標値を上

回った。 

「学習のきまり」についての共通理解し，

基本的な学習態度や技能が定着してきた。定

着の度合いについて個人差が大きい。 

 

【次年度の方針】 

「学習のきまり」を分かりやすく精選して

提示し，定着を図る。 

 

本

校

の

特

色

・

課

題 

等 

B1 心の教育を中心にすえた学

習指導と特別活動を推進して

いる。 

 

【数値指標】 

全体アンケート B1「わたしに

はよいところがあると思う。」→

児童の肯定的回答 80％以上 

学習指導や特別活動をとおし

て，自己肯定感を高める取り組み

を継続して行う。また，体験活動

の内容・方法等を検討し，児童の

よさを積極的に評価する。 

 

Ｂ 【達成状況】 

児童の肯定的回答 84.9％で，目標値を上回

った。 

児童の活動の内容や方法の工夫により，主

体的に活動しようとする意欲が高まった。 

 

【次年度の方針】 

引き続き，児童の活動の内容や方法の工夫

を継続し，児童のよさを積極的に評価する。 

 

B2 異年齢の児童と触れ合い，

体験する機会を作る。 

 

【数値指標】 

全体アンケート B2「私は，縦

割り班活動が楽しかった。」（１

～４年）「私は縦割り班活動で仲

良く活動したり，下学年の面倒

をみたりすることができた」

（５，６年） 

→児童の肯定的回答 85％以上 

① 縦割り班活動を年間計画に位

置付けるとともに，発達の段階

に応じた役割遂行を通して，達

成感を味わったり責任の自覚を

高めたりできるよう支援する。 

（児童会活動・学校行事・清掃活

動・地域学校園クリーン活動・

給食など） 

② 教科等における異年齢児童と

の活動の機会を積極的に取り入

れ，学級・学年を越えた児童の

かかわりが深まるような活動を

充実させる。 

 

Ｂ 【達成状況】 

児童の肯定的回答は 92.1％で，目標値を上

回った。 

なかよし班の活動時には，自己目標の設定

と振り返りの時間を設定した。異年齢児童と

の交流活動を計画的に実施できた。 

 

【次年度の方針】 

① 学級・学年を越えた児童のかかわりが深

まるような活動を充実させ，社会性の育成

を図る。（なかよし班の活動等） 

② 生活，総合の時間等の交流活動がより効

果的なものになるよう，学年間での打合せ

や引継を行い，計画的に実施する。 

 

B3 ギネス活動を通して，児童

の自主的な態度や協調性を育

てる。 

 

【数値指標】 

全体アンケート B3「ギネス活

動で，積極的に活動できた。」（１

～４年）「ギネス活動で責任をも

って自分の係の仕事を行うこと

ができた。」（５・６年） 

→児童の肯定的な回答90％以上 

ギネス活動を充実させ，学校の

活性化を図る。児童会活動として

企画運営し，高学年がリーダーと

して活動できるよう指導する。 

 

・ 全校挑戦ギネス（学級単位） 

・ フリーで挑戦ギネス（個人） 

 

Ｂ 【達成状況】 

児童の肯定的回答は 93.2％で，目標値を上

回った。 

児童はギネス活動を楽しみにしており，意

欲的に活動していた。内容方法面で無理のあ

った名人ギネスを見直した。課題について協

議・検討し，計画的に改善していく必要があ

る。 

 

【次年度の方針】 

各ギネスの内容や特性に応じて，個人や学

級の目標が達成できるよう工夫する。成果と

課題を整理し，本校の特色ある活動としての

充実改善を図る。（実施時期，企画運営，準備 

等）全校挑戦ギネスを９月から６月に変更し

無理なく楽しくできるようにする。 
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B4 読書活動を推進し，豊かな

心を育てる。 

 

【数値指標】 

全体アンケートB4「教職員は，

読書の質の向上を目標に，読書

活動に取り組んでいる。」 

→教職員の肯定的回答90％以上 

① 読書活動を推進する。 

・ 読書貯金カードの活用 

・ 図書だよりの発行 

・ 読み聞かせの実施 

・ 学級文庫の設置の工夫 

・ 「おすすめの本」の紹介の励

行 

・ 夏休みの親子読書の奨励 

・ 夏休み中の図書室開放 

・ 読書イベントの実施 等 

Ｂ 【達成状況】 

 教職員の肯定的回答は 86.4％で，目標値を

上回った。 

① 読書に関連する活動やイベント等を行っ

たことで，児童の意欲・関心を高めること

ができた。図書館司書による読み聞かせや

図書だよりの充実など，様々な手立てが有

効に働き，児童の読書活動の質的な改善が

図れた。 

 

【次年度の方針】 

① 様々な読書活動の目的・効果について確

認し，望ましい読書習慣や意欲向上，更な

る読書の質的な向上につながるよう，工夫

改善を図る。 

 

 

 

〔総合的な評価〕 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

全体アンケートの結果では，評価指標とした１９項目中，１５項目で目標値を上回った。 

学校運営の状況，教育活動の状況，本校の特色・課題等の各項目において，評価の数値指標は概ね達成されており，全体（83

か所：質問項目 21 問，教職員，保護者，地域住民代表，児童がそれぞれ評価）のうち昨年度と比較して肯定的回答の割合が増

加した箇所は 37か所（約 44％），減少した箇所は 30か所（約 36％）で，増加した箇所が減少した箇所を上回った。 

◇ 学校運営の状況（№１～９） 

 ・ ９項目のうち，７項目で保護者の肯定的回答の割合は９割を超えているが，うち６項目で昨年度より肯定的回答の割合が

減少した。中でも「№4教職員は，分かる授業や児童にきめ細やかな指導を行い，学力向上を図っている」の項目について

は，保護者の肯定的回答の割合は 82.6％で，昨年度より 8.4％減少した。今後も，分かりやすい授業と一人一人へのきめ細

やかな指導に取り組み，保護者や地域に信頼される学校づくりに努めていきたい。 

 ・ 「№5教職員は，いじめが許されない行為であることを指導している」の項目については，児童の肯定的回答の割合は 97.8％

と高いが，保護者の肯定的回答の割合は 68.8％と低い。今後も日常生活の中で，児童の問題行動の早期発見・早期解決に

努めるとともに，保護者や地域との連携を図っていきたい。 

○ 教育活動の状況（№１０～１５） 

・ 「№10児童は進んであいさつをしている」の項目については，教職員の肯定的回答の割合は 91.3％で，昨年度より 23.1％

増加した。また，保護者の肯定的回答の割合は 72.2％で，昨年度より 6.4％増加した。児童会を中心に毎月当番学年を決

めて，全学年で「あいさつ運動」を実施することにより，進んで挨拶をする意識化を図っている。また，毎月１回「地域

学校園のあいさつ運動」として，本校を卒業した中学生があいさつ運動を実施している。 

 ・ 「№11 児童は，正しい言葉づかいをしている」の項目については，教職員の肯定的回答の割合は 69.6％と低いものの，

昨年度より 10.5％増加した。また，保護者の肯定的回答の割合は 72.6％で，昨年度より 10.4％増加した。時と場に応じた

あいさつや言葉遣いができるよう，今後も,保護者や地域と連携しながら，指導の工夫に努めていきたい。 

 ・ 「№12 児童は，進んで運動する習慣を身に付けている」の項目については，保護者の肯定的回答の割合は 68.7％で，昨

年度より 20.1％減少した。 

◇ 本校の特色・課題等（№１６～２１） 

・ 「№18 ギネス活動」は本校の特色ある教育活動として定着しており，多くの児童が意欲的に取り組んでおり，保護者の

参観率も高い。「№19 読書活動」は，保護者の肯定的回答の割合は 75.0％で，昨年度より 10.2％増加した。家庭でも読書

を勧め，児童が本に親しむよう働きかけている様子が伺える。 
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６ 学校関係者評価 

・ 全体的に保護者は厳しく見ているが，この数字が比較的本当の数字であろう。 

・ 最近，児童の挨拶は大きな声でできている。見知らぬ人に挨拶することは難しい。顔見知りには，せめて挨拶をしてくれる

ようにして欲しい。挨拶ができていない大人もいる。 

・ 大人が見本を見せることが大切。 

・ ここ１０年来，学生が丁寧に礼儀正しく挨拶をしている。 

・ 他の自治会の方々も，昔遊びの中に入って一緒に活動して欲しい。 

 

７ まとめと次年度へ向けて（学校関係者評価を受けて） 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

・ 目標を達成した項目については，今後も工夫・改善を加えながら継続して取り組んでいきたい。学校としての重点を明確に

し，具体的な方針を示す中で，全教職員の共通理解のもと目標達成に向けて努力していきたい。学校関係者の方からのご意見

は，教職員の改善の励みとして捉え，目標に達しなかった項目に関して，再度，取組の方法を検討し改善を図っていきたい。 

○「挨拶や時と場に応じた言葉づかい」については，児童主体の「あいさつ運動強化週間」を実施すると共に，日常の生活にお

いて教職員が積極的に児童にあいさつを呼びかけていく。また，河内地域学校園，地域協議会，ＰＴＡと連携・協力してあい

さつ運動を展開することにより，児童の意識を高めていく。 

・今後も各種たよりやホームページ等を通じて，家庭や地域への積極的な情報提供と情報発信に努め，本校の教育活動について

理解を得るとともに，子ども達が地域に出て，地域住民とかかわりながら学習する機会を大切にし，家庭，地域の協力を得な

がら一体となって子どもを育んでいきたい。 

・児童が積極的に授業に取り組めるよう，本時の授業のめあてをきちんと提示し，学習内容や発達の段階に応じてペア学習やグ

ループ学習等の形態を取り入れ，児童同士が学び合う授業を展開していく。また，学年内，出授業関係，少人数指導，かがや

きルームなど様々な場面で児童のがんばりを認める言葉かけをしていく。 

・今後も，本校の教育目標である「自ら考え主体的に行動し，心豊かでたくましい児童の育成（かしこく やさしく たくまし

く）」を目指し，家庭・地域と連携・協力を図っていきたい。 

 


